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＜連絡事項＞
・デポ剤を実施した際には付箋に次回の実施日を書くようにしていください

＜入室状況＞
【入院】
・正木　なおみ様～東病棟Bユニット1号室へ任意入院
・村上　叶人様～東病棟Bユニット2号室へ任意入院
【転出】
・村上　元道様～東病棟Bユニット3号室→北病棟403号室
【転入】
・中居　敬悦様～北病棟307号室→東病棟Dユニット18号室

＜患者様連絡事項＞
・藤井　純子様～柞木田Drへ間食希望あったことを報告し、間食は制限なしの指示受ける。

・伊藤　修様～主治医は小栁Dr。明日から血糖3検の指示受ける。

・飯田　修子様～本日よりロナセンテープ処方となる。不穏時薬のリスペリドン（1）に減量となる。

・佐々木　廣様～精神状態について報告し、1/8～ラツーダ、リスペリドン増量処方となる

・藤井　純子様～本人希望にて毎食パン、昼・夕にメイバランス付きに変更となる。食事変更について柞木田Drより許可あり

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入や他者への付き纏い等の迷惑行為続け、都度制止するも自制できず早めの開放観察終了となる。自室内でも時折奇声あるが危険行為なし。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。眼光鋭さあり、時折スタッフコールにてドア叩き頻回あるが、易怒性なくスタッフへの粗暴行為なく経過引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放指示あり。開放中見守りにて入浴を行い、奇異行為なく逸脱行為なく経過。以後も気分変動なく開放中適度に他者交流して過ごし、終了後も自室内で静穏に経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～終日隔離中。眼光鋭く、時折妄想言動あるが、易怒性なく粗暴行為なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・長浜　厚子様～身体拘束中。食事は1/4～1/3摂取で嘔吐なし。自己中心的な発言やスタッフ説明には聞き入れ不良あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

<村上Dr診察＞
・岩舘　俊治様～処方変更なし。退院支援を勧めていくよう指示受ける。

・上野　淳子様～処方変更なし。水様便が続いている事を報告。栄養科と食事内容について相談するよう指示受ける。

＜金Dr診察＞
・井畑　芳則様～入院後、本人も安定を自覚している様子。主治医より、次回1/26エビリファイ持続性水懸筋注予定だが、同日もしくはその週での退院を予定したいと話され、了承される。退院後の外来は月1回を予定。
退院に際して、訪問看護の再導入と保健所混じえたケア会議を開催していくこととして、PSWへ申し送りを行っている。

・藪　真弓様～診察にて日記を書き始めたことを報告されている。2週間オランザピンを服用しな
かったのも自分としては頑張れたと評価。自己暗示をかけることは悪いことではないが、それ以上に予想もつかない行動に陥らないよう感情をコントロールする重要性について、指導を受けている。本人よりゴミ箱や時計、箱ティッシュの自己管理を希望されるが、Bユニットにて療養可能になるまでは、保留の指示あり。

・松原　千積様～診察にて他の患者様と世間話（紅白歌合戦の話等）をされていることを報告され
る。主治医に対して「私の弱い所はどこですか？複雑怪奇、強情な女ですか？」と質問されている。主治医より他人とよく話すこと、語彙を学習するよう指導されている。

・飯岡　未来様～診察にて椅子に座った直後に、「話は変わりますが…」と話を切り出す様子あり。
「西に行きたい、39yearなので…」とやや意味不明な言動があるものの、表情にゆとりをもって対話することができている。新たな指示はなし。

・角濱　義弘様～診察にてなぜ死にたいと思ったのか問われると、言葉を詰まらせ笑って誤魔化す様子あり。人によって話す内容が違うことで信用度が下がること、自身の思いをしっかりと自覚するよう指導を受けている。これまでの経緯を考慮し、西病棟への転出許可はあるが、大部屋での療養を継続して頂くよう指示あり。鼾の程度については引き続き、経過を見ていく。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年1月5日　13:41
氏　　名：長岡　叶人(ながおか　かなと）様
生年月日：平成12年18月25日(25歳)
病　　名：統合失調症
性　　別：男性
主 治 医：深澤Dr.　診察医：村上Dr.
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Bユニット

＜経過＞
R8年1月4日23時頃、当院処方の夕食後薬４包、市販カフェイン錠剤1000㎎内服。1月5日
８時頃 全身痺れ、嘔吐、不安感出現し救急要請。十和田中央病院へ搬送となるも諸検査で異常な
し。希死念慮あり当院へ紹介、入院依頼あり。同日当院受診し東病棟Bユニットへ任意入院となる。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年1月5日　14:20
氏　　名：正木　なおみ（まさき　なおみ）様
生年月日：昭和54年8月26日(46)
病　　名：統合失調症
性　　別：女性
主 治 医：柞木田Dr.
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Ｂユニット

＜経過＞
15歳時より情動が不安定だった。2007年7月ころ(27歳時)に黒田内科受診し、2007年8月に八戸赤十字病院へ紹介。幻聴のエピソードあり統合失調症と診断され加療開始している。八戸赤十字病院の主治医退職に伴い、2021年3月八戸市立市民病院へ紹介。同院外来へ通院。八戸市立市民病院の外来縮小に伴い2024年3月当院へ転医、以後当院で通院治療していた。
2025年9月19日当院受診時、交際相手にふられて以降意欲低下あり、薬剤調整を行い、症状改善なければ入院が必要であることを説明されていた。その後10月受診予定だったが、残薬があるため受診日を変更したいと12月に延ばしていた。12/1よりB型就労開始となり、当初は週5回で就労開始していたが、2週目以降は休みがちになっていた。12/19睡眠薬を飲んでも夢見が悪い、服薬内容を変えてほしいと受診の相談あり、受診調整していたが、支払いや通院間での交通手段の関係で、「やっぱりいいです。」と話され、予約の変更はせず。同日夜間に友人から、一過性の意識消失と手指振戦、脱力があった。と当院に相談あり、状況確認したところ、服薬できていないことが発覚。12/22相談員と受診し、薬剤を自己調整して内服していたと話している。症状改善・環境調整目的にて入院すすめたところ、本人同意あり、本日東病棟Bユニットへ任意入院となる。
